
平
成
十
九
年
九
月
二
十
五
日
提
出

質

問

第

四

六

号

北
方
領
土
墓
参
団
が
国
後
島
ラ
シ
コ
マ
ン
ベ
ツ
墓
地
へ
の
上
陸
を
拒
否
さ
れ
た
件
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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北
方
領
土
墓
参
団
が
国
後
島
ラ
シ
コ
マ
ン
ベ
ツ
墓
地
へ
の
上
陸
を
拒
否
さ
れ
た
件
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
六
八
第
八
号
）
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
平
成
十
九
年
八
月
二
十
二
日
に
北
海
道
根
室
港
を
出
港
し
た
北
方
領
土
墓
参
団
（
以
下
、
「
墓

参
団
」
と
い
う
。
）
が
、
同
年
同
月
二
十
三
日
、
国
後
島
ラ
シ
コ
マ
ン
ベ
ツ
墓
地
へ
の
上
陸
を
拒
否
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い

て
、
「
平
成
十
九
年
八
月
二
十
一
日
、
ロ
シ
ア
連
邦
政
府
よ
り
外
交
ル
ー
ト
を
通
じ
、
御
指
摘
の
墓
参
団
の
訪
問
予
定
地
の

う
ち
ラ
シ
コ
マ
ン
ベ
ツ
墓
地
へ
の
上
陸
訪
問
に
つ
い
て
、
ロ
シ
ア
側
内
部
に
お
け
る
調
整
が
つ
か
ず
実
施
で
き
な
い
旨
の
連

絡
が
あ
り
、
御
指
摘
の
墓
参
団
の
同
基
地
へ
の
上
陸
訪
問
が
中
止
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
連
邦
政
府
当
局
は
、
ロ

シ
ア
側
内
部
に
お
け
る
調
整
が
つ
か
な
か
っ
た
具
体
的
理
由
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る

が
、
二
〇
〇
七
年
八
月
二
十
三
日
付
の
産
経
新
聞
三
面
に
は
、
「
墓
参
団
」
の
上
陸
を
ロ
シ
ア
側
が
拒
否
し
た
理
由
に
つ
い

て
、
「
日
本
側
の
必
要
書
類
が
コ
ピ
ー
だ
っ
た
た
め
、
現
地
の
国
境
警
備
当
局
が
コ
ピ
ー
の
受
け
付
け
を
拒
否
す
る
と
い
う

技
術
的
な
問
題
に
よ
っ
て
起
き
た
。
政
治
的
な
理
由
で
は
な
い
。
国
境
警
備
当
局
の
了
解
を
す
で
に
得
て
お
り
、
明
日
、
墓

参
団
は
上
陸
で
き
る
は
ず
だ
」
と
、
ロ
シ
ア
外
務
省
が
述
べ
て
い
る
旨
書
か
れ
て
い
る
が
、
ロ
シ
ア
外
務
省
が
産
経
新
聞
の

取
材
に
対
し
て
右
の
よ
う
に
答
え
た
こ
と
を
外
務
省
は
承
知
し
て
い
る
か
。

一



二

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
「
瀬
石
と
の
勘
違
い
が
想
定
さ
れ
た
の
で
、
ロ
シ
ア
の
地
名
や
地
図
を
示
し
、
ロ
シ
ア
側
に
は

何
回
も
説
明
し
た
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
述
べ
て
い
る
外
務
省
ロ
シ
ア
課
職
員
の
官
職
氏
名
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
と
問
う
た

が
、
右
職
員
の
官
職
氏
名
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
、
右
職
員
の
官
職
氏
名
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
再
度
求
め

る
。

三

二
の
外
務
省
職
員
が
ロ
シ
ア
側
に
対
し
て
何
度
も
説
明
を
し
た
と
い
う
の
が
事
実
な
ら
ば
、
何
故
「
墓
参
団
」
の
上
陸
が

拒
否
さ
れ
る
よ
う
な
事
態
が
生
じ
た
の
か
。
ま
た
、
一
の
ロ
シ
ア
外
務
省
の
コ
メ
ン
ト
並
び
に
前
回
質
問
主
意
書
で
触
れ
て

い
る
、
ロ
シ
ア
側
が
上
陸
を
認
め
な
か
っ
た
の
は
国
後
島
ラ
シ
コ
マ
ン
ベ
ツ
墓
地
が
あ
る
「
セ
セ
キ
」
と
国
境
警
備
隊
の
施

設
が
あ
る
「
瀬
石
」
を
ロ
シ
ア
側
が
誤
認
し
た
と
い
う
ロ
シ
ア
側
か
ら
の
説
明
が
あ
っ
た
と
の
二
〇
〇
七
年
九
月
四
日
の
新

聞
報
道
の
内
容
が
真
実
で
あ
る
な
ら
ば
、
一
の
「
ロ
シ
ア
連
邦
政
府
当
局
は
、
ロ
シ
ア
側
内
部
に
お
け
る
調
整
が
つ
か
な

か
っ
た
具
体
的
理
由
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
」
と
の
政
府
答
弁
と
矛
盾
す
る
と
思
料
す
る
と
こ
ろ
、
「
墓
参
団
」
が
国

後
島
ラ
シ
コ
マ
ン
ベ
ツ
墓
地
へ
の
上
陸
を
拒
否
さ
れ
た
経
緯
に
つ
き
、
改
め
て
正
確
な
説
明
を
求
め
る
。

四

「
墓
参
団
」
に
同
行
し
た
中
村
和
彦
欧
州
局
ロ
シ
ア
課
首
席
事
務
官
は
、
「
墓
参
団
」
が
国
後
島
ラ
シ
コ
マ
ン
ベ
ツ
墓
地

へ
の
上
陸
が
拒
否
さ
れ
た
際
、
現
地
で
ど
の
よ
う
な
抗
議
を
行
っ
た
か
。
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二



五

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
「
外
務
省
と
し
て
、
ロ
シ
ア
側
に
対
し
累
次
に
わ
た
り
、
故
郷
訪
問
を
願
う
元
島
民
の
切
な
る

想
い
に
こ
た
え
御
指
摘
の
墓
参
団
の
ラ
シ
コ
マ
ン
ベ
ツ
墓
地
へ
の
上
陸
訪
問
を
実
現
す
る
よ
う
強
く
働
き
か
け
る
と
と
も

に
、
同
上
陸
訪
問
の
中
止
に
つ
い
て
遺
憾
の
意
を
申
し
入
れ
た
。
」
と
あ
る
が
、
前
回
質
問
主
意
書
で
は
抗
議
を
行
っ
た
日

に
ち
、
場
所
、
及
び
日
本
側
の
誰
か
ら
ロ
シ
ア
側
の
誰
に
対
し
て
抗
議
を
行
っ
た
か
を
問
う
て
い
る
と
こ
ろ
、
再
度
明
確
な

説
明
を
求
め
る
。

右
質
問
す
る
。

三


